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培 地 還 元 剤 と して の チ オ グ リコー ル酸 ナ トリウム お よ び
L― アス コル ビ ン酸 ナ トリウムが ウェ ル シ ュ菌NCTC8238
の 胞子 形成 お よ び エ ン テ ロ トキ シ ン 産 生 に お よぼ す 影 響
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    Production of Clostridium  perfringens NCTC 8238
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 The influences of addition of sodium thioglycollate (TGC) and sodium L-ascorbate (ASC) 
as medium reducing agents on the sporulation and enterotoxin (ET) production of Clostridium 
perfringens NCTC 8238 have been studied. 
 1) In the  case- of TGC addition, ET production was positive in the cultures with 0.1 and 
0.5% TGC, but it was negative in the cultures with 1.0 and 1.5 TGC. The rate of 
sporulation and the number of spores decreased distinctly by the addition of  1.0 and 1.5  % 
TGC. The number of heat-resistant (100°C, 10  min) spores was high in the culture with  0.1 
%  TGC, and it decreased with increasing the concentration of TGC above 0.5 %. 
 2) In the case of ASC addition, ET production was recognized in the cultures with ASC 
in the range from  0.1 to 1.5 %, and it was maximum in the culture with 0.5  % ASC. 
There was no significant difference among the numbers of heat-resistant spores in the 
cultures with ASC from 0.1 to 1.5 %. 
 3) The amount of ET produced, sporulation rate, number of spores and number of heat-
resistant spores in the culture with 0.5  % ASC were the same as or higher than those with 
0.1 % TGC.
緒 言
ウェルシュ菌は食 中毒 の原因 とな る嫌気性胞子形成
細菌 の一 つで ある.食 品と共 に摂取 された本菌が腸管
内で増殖 し胞子を形成 する際 にエンテ ロ トキシンが産
生 され,食 中毒が引 き起 こされ る(1～6)と いわれ
る.
ウェル シュ菌 の胞子形成 およびエンテ ロ トキシン産
生培地 としては一般 にDS培 地6〕が使用 されているが,
食中毒由来株 のすべてがDS培 地 によって胞子を形成
しエ ンテ ロ トキシンを産生す るとは限 らない.従 って
ウェルシ ュ菌 の胞子形成 ・エ ンテ ロ トキ シン産生 のた
めに種 々の培地(7～9)が 検討 されてい る.
一方
,嫌 気性細菌培養における培地還元剤 としては,
一 般にチオグ リコール酸 ナ トリウムが広 く使 用され,
その他 システインおよびL― アス コル ビン酸ナ トリウ
ムな ども使用 され る.DS(6)お よびGK(7)な
どの胞子形成培地で は,チ オ グ リコール酸 ナ トリウム
が培地還元剤 として添加使用 されている.本 報では,
チオ グ リコール酸 ナ トリウムおよびL― アスコル ビン
酸 ナ トリウムを胞子形成培地に添加使用 し,そ れ らが

































































































































































































































































































































































































































































































































のか,あ るいはTGCの 直接の作用に基づ くものかに
ついては今後検討 を加え る必要があろ う.
2TGCお よびASCの 添加濃 度が耐熱性胞子の
形成 におよほす 影響
TGCお よびASC添 加濃度がNCTC8238(保 存
培養Aお よびBを 接種)の 耐熱性(100℃,10分 間)
胞子の形成 におよぼす影響を試験 した.370C,9時 間
～5日 間培養後 の結果 をTable3に 示 した.TGC
添加の場合,各 培養時間における耐熱性胞子数は低濃
度(0.1%)添 加で高 く,添 加濃度が増加 す るととも
に低下 した.ま た,経 時的に見 ると,添 加 濃度 が高 い
ときには耐熱性胞子数の上昇 の速度が低下 し,そ の上
昇の上 限も低下 した.
ASC添 加の場合には,添 加濃度の増加 に伴 って耐
熱性胞子数 が低下す ることはな く,0.1～1.5%添 加範
囲 においてTGCO.1%添 加 の場合以上の 耐熱性胞子
数を示 した.従 って,耐 熱性胞子の形成にはTGC添
加よ りもASC添 加 の方 が適切 と考え られる.
一方
,前 述の実験1で,ASCO.5%添 加 の胞子形
成率 および胞子数はTGCO.1%添 加 のそれぞれ より
も高 く,ま たASCO.5%添 加のET産 生量 はTGC
O.1%添 加 のそれ 以上で あることを明 らかに した.従
って,ウ ェルシュ菌NCTC8238のET産 生,胞 子形
成 および耐熱性胞子の形成におけ る培地還元剤 として
はTGCよ りもASCが 良 く,そ の添加濃度 は0.5%
が適切であ ると考え られ る.
要 約
培地還元剤 としての チオグ リ コール酸 ナ トリウム
(TGC)お よびL― アスコル ビン酸 ナ トリウム(A
SC)の 添加が ウェルシ ュ菌NCTC8238の エ ンテ
ロ トキシン(ET)産 生 および胞子形成 におよぼす影
響 を比較 した.
1)TGC添 加 の場合,ET産 生はTGCO.1お よ
び0.5%添 加で認められ,1.0お よび1.5%添 加では陰
性であ った.胞 子形成率 および胞子数 も1.0お よび1.5
%添 加 で著 し く低下 した.耐 熱性胞子数 は0.1%添 加
で高 く,添 加濃度 の増加(0.5%以 上)と ともに低下
した.
2)ASC添 加の場合,ET産 生 はASCO.1～1.5
%添 加範囲で認め られ,0.5%添 加で最高値を示 した.
胞 子形成率 および胞子数 も0.5%添 加で最高値を示 し
た.耐 熱性胞子数は0.1～1.5%添 加範囲では大差 は認
められなか った.
3)ASCO.5%添 加 におけるET産 生量,胞 子形
成率,胞 子数 および耐熱性胞子数はTGCO.1%添
加 におけ るそれぞれ以上であ った.
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